
今
後
の
使
用
促
進
に
向
け
た
方
策
に
つ
い
て

※
一
部
、
「ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
」を
「Ｇ
Ｅ
」と
表
記
し
て
い
る
。

項
目

主
な
従
来
の
対
応

こ
れ
ま
で
の
成
果
と
課
題
等

考
え
ら
れ
る
対
応
方
策
（
案
）

1
医
師
・薬
剤

師
の
品
質
に

対
す
る
不
安

【県
協
議
会
の
取
組
】

○
溶
出
試
験
の
実
施

○
採
用
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成
・配
布

○
基
幹
病
院
採
用
品
目
リ
ス
ト
（県
下

全
域
及
び
地
域
）の
作
成
・配
布

【そ
の
他
の
取
組
】

○
国
に
よ
る
品
質
情
報
検
討
会
の
実

施
及
び
メ
ー
カ
ー
に
よ
る
対
応

○
変
更
不
可
処
方
箋
は
減
り
つ
つ
あ
る
も
の
の
、
ま
だ
存
在
し
て

い
る
。
（参
考
①
、
②
）

○
外
来
診
療
に
お
い
て
G
E
を
積
極
的
に
処
方
し
な
い
理
由
と
し
て

は
「品
質
に
疑
問
が
あ
る
か
ら
」が
最
も
多
い
。
（参
考
③
）

○
基
幹
病
院
採
用
品
目
リ
ス
ト
は
一
定
活
用
さ
れ
て
い
る
。
（参
考

④
、
⑤
）

D
P
C
病
院
（入
院
）で
は
切
替
が
進
ん
で
い
る
も
の
の
、
そ
の
他
で

は
進
ん
で
い
な
い
薬
剤
が
あ
り
、
基
幹
病
院
で
の
使
用
実
績
に
関

す
る
情
報
提
供
は
有
効
と
推
察
さ
れ
る
。
（参
考
⑥
）

○
基
幹
病
院
採
用
品
目
リ
ス
ト
の
更
新
。

○
基
幹
病
院
採
用
品
目
リ
ス
ト
に
お
い
て
、
基
幹
病
院
で

の
G
E
使
用
実
績
等
を
記
載
す
る
に
よ
り
、
G
E
が
広
く
使
用

さ
れ
て
い
る
こ
と
や
、
治
療
に
支
障
が
な
か
っ
た
こ
と
の
医

療
機
関
・
薬
局
へ
の
周
知
。

○
普
及
が
進
ん
で
お
ら
ず
、
切
替
に
よ
る
薬
剤
費
削
減
効

果
の
高
い
薬
剤
に
お
い
て
切
替
が
進
ん
で
い
な
い
要
因

の
検
討
。

2
G
E
の
製
剤
工

夫
○
G
E
メ
ー
カ
ー
に
よ
る
製
剤
工
夫

○
使
用
感
の
違
い
等
に
よ
り
使
用
が
進
ま
な
い
製
剤
も
あ
る
一

方
、
味
の
改
良
や
小
型
化
等
の
改
良
が
進
ん
で
い
る
製
剤
も
あ

る
。
（参
考
⑦
、
⑧
）

○
各
製
剤
の
製
剤
工
夫
に
つ
い
て
医
療
機
関
・
薬
局
へ

周
知
（
基
幹
病
院
採
用
品
目
リ
ス
ト
へ
の
記
載
等
）

3
安
定
供
給
の

確
保

【県
協
議
会
の
取
組
】

○
地
域
薬
剤
師
会
で
の
備
蓄
体
制
整

備 【そ
の
他
の
取
組
】

○
メ
ー
カ
ー
に
お
け
る
安
定
供
給
マ

ニ
ュ
ア
ル
作
成
等
の
対
応

○
卸
売
販
売
業
者
に
お
け
る
取
扱
品

目
の
充
実

○
薬
剤
師
会
に
お
け
る
備
蓄
共
有
等

の
シ
ス
テ
ム
の
構
築

○
一
部
メ
ー
カ
ー
・品
目
で
供
給
停
止
等
が
生
じ
て
い
る
。
（参
考

⑨
）

○
変
更
可
の
処
方
や
一
般
名
処
方
で
後
発
医
薬
品
を
調
剤
し
な

か
っ
た
理
由
と
し
て
「患
者
が
希
望
し
な
か
っ
た
」に
つ
い
で
多

か
っ
た
の
が
、
「G
E
の
在
庫
が
な
い
」で
あ
っ
た
。
（参
考
⑩
）

○
病
院
や
薬
局
が
後
発
医
薬
品
の
採
用
基
準
と
し
て
重
視
す
る
も

の
と
し
て
「メ
ー
カ
ー
・卸
が
十
分
な
在
庫
を
確
保
し
て
い
る
こ
と
」

が
多
い
。
（参
考
⑪
）

○
安
定
供
給
実
績
の
あ
る
メ
ー
カ
ー
の
情
報
提
供
（
卸
業

界
の
協
力
に
よ
る
欠
品
率
の
公
表
、
基
幹
病
院
採
用
品

目
リ
ス
ト
の
採
用
評
価
項
目
と
し
て
安
定
供
給
の
明
示

等
）

○
使
用
患
者
数
が
少
な
い
等
で
G
E
を
備
蓄
し
づ
ら
い
薬

剤
に
お
け
る
対
応
の
検
討

資料５ 



項
目

主
な
従
来
の
対
応

こ
れ
ま
で
の
成
果
と
課
題
等

考
え
ら
れ
る
対
応
方
策
（
案
）

4
県
民
へ
の
啓

発

【県
協
議
会
で
の
取
組
】

○
ポ
ス
タ
ー
・リ
ー
フ
レ
ッ
ト

○
希
望
カ
ー
ド
・シ
ー
ル

○
出
前
講
座
の
実
施

○
県
政
モ
ニ
タ
ー
ア
ン
ケ
ー
ト
で
の
評

価 【そ
の
他
の
取
組
】

○
保
険
者
等
各
団
体
で
の
取
組

○
県
民
の
G
E
の
認
知
度
は
向
上
し
て
お
り
、
知
ら
な
い
方
は
ほ
と

ん
ど
い
な
い
。
一
方
で
、
先
発
医
薬
品
を
希
望
す
る
方
も
一
定
程

度
お
り
、
そ
の
理
由
の
主
な
も
の
は
効
果
や
安
全
性
に
対
す
る
不

安
で
あ
る
。
（県
政
モ
ニ
タ
ー
）

○
年
齢
別
使
用
率
で
み
る
と
、
未
成
年
と
高
齢
者
で
若
干
低
い
傾

向
に
あ
る
。
医
薬
品
使
用
数
量
で
み
る
と
、
後
期
高
齢
者
が
多
く
、

高
齢
者
の
使
用
促
進
が
重
要
。
（参
考
⑫
、
⑬
）

な
お
、
公
費
受
給
の
有
無
で
の
差
異
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
患
者
の

負
担
割
合
等
で
使
用
率
に
大
き
な
違
い
は
な
い
。
（参
考
⑬
）

○
医
師
が
変
更
不
可
と
し
た
理
由
と
し
て
最
も
多
い
の
は
「患
者

か
ら
の
希
望
」で
あ
る
。
（参
考
⑭
）

○
薬
局
で
変
更
可
の
処
方
や
一
般
名
処
方
で
後
発
医
薬
品
を
調

剤
し
な
か
っ
た
理
由
と
し
て
最
も
多
い
も
の
は
「患
者
が
希
望
し
な

か
っ
た
」で
あ
る
。
（参
考
⑩
）

○
県
民
自
ら
の
意
思
で
G
E
を
希
望
す
る
状
況
を
生
み
出

す
啓
発
の
充
実
強
化
。
（
医
療
財
政
へ
の
貢
献
に
つ
い
て

の
啓
発
の
充
実
、
G
E
が
広
く
一
般
的
に
使
用
さ
れ
て
い
る

こ
と
の
周
知
、
特
に
高
齢
者
を
対
象
と
す
る
）

○
医
師
や
薬
剤
師
が
患
者
に
G
E
の
意
義
（
国
の
課
題
と

し
て
使
用
促
進
を
図
っ
て
い
る
等
）
を
簡
単
に
説
明
で
き
る

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
等
の
提
供
。

5
保
険
者
の
取

組

○
差
額
通
知

○
希
望
カ
ー
ド
・シ
ー
ル

○
個
別
訪
問
指
導
時
の
G
E
使
用
依

頼

○
差
額
通
知
に
よ
り
被
通
知
者
で
の
切
替
が
進
ん
で
い
る
。
（
例
：

県
内
後
期
高
齢
者
で
は
被
通
知
者
の
約
50
％
が
切
替
え
て
い
る
）

○
差
額
が
少
な
い
等
に
よ
り
差
額
通
知
の
効
果
が
必
ず
し
も
見
込

め
な
い
方
あ
る
い
は
差
額
通
知
の
対
象
で
は
な
い
方
へ
の
啓
発

の
推
進
も
求
め
ら
れ
る
。

○
自
己
負
担
額
だ
け
で
な
く
、
医
療
費
全
体
で
の
軽
減
額

を
お
知
ら
せ
す
る
な
ど
、
医
療
財
政
へ
の
貢
献
を
訴
え
る

差
額
通
知
の
実
施
。

○
啓
発
の
充
実
。
（
個
別
訪
問
時
等
に
G
E
の
啓
発
も
併

せ
て
実
施
す
る
、
高
齢
者
へ
の
啓
発
の
充
実
等
）

6
G
E
普
及
の
地

域
格
差

【県
協
議
会
で
の
取
組
】

○
地
域
協
議
会
の
実
施

○
地
域
基
幹
病
院
の
採
用
品
目
リ
ス

ト
の
作
成
・配
布

○
基
幹
病
院
採
用
品
目
リ
ス
ト
は
一
定
活
用
さ
れ
て
い
る
。
（参
考

④
、
⑤
）

○
県
内
市
町
村
間
（被
保
険
者
居
住
市
町
村
別
）で
普
及
率
が
最

大
２
０
％
程
度
差
が
あ
る
。
（参
考
⑮
、
⑯
）

○
使
用
率
の
低
い
地
域
に
お
け
る
課
題
の
把
握
と
対
応
方
策
の

検
討
が
必
要
。

○
地
域
基
幹
病
院
採
用
品
目
リ
ス
ト
の
更
新
。

○
普
及
率
の
低
い
田
川
地
区
で
引
き
続
き
地
域
協
議
会

を
実
施
し
、
地
域
に
お
け
る
課
題
の
把
握
や
対
応
を
図

る
。
ま
た
、
田
川
地
区
で
効
果
が
認
め
ら
れ
た
取
組
に
つ

い
て
は
、
普
及
率
の
低
い
他
地
域
で
の
実
施
も
検
討
。

○
人
口
が
多
い
北
九
州
地
区
、
福
岡
地
区
で
引
き
続
き

地
域
協
議
会
を
実
施
。

7
生
活
保
護
部

局
の
取
組

○
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
等
に
よ
る
被
保

護
者
に
対
す
る
G
E
原
則
使
用
の
周
知

○
薬
局
に
対
す
る
G
E
原
則
使
用
の
協

力
要
請
（適
正
受
診
指
導
事
業
）

○
生
活
保
護
受
給
者
に
お
け
る
県
内
G
E
使
用
率
は
69
.6
％
（平

成
28
年
6月
審
査
分
）で
あ
り
、
そ
の
他
の
患
者
と
同
等
以
上
と

な
っ
て
い
る
。

○
一
方
で
、
他
の
患
者
と
同
様
に
普
及
率
に
地
域
格
差
が
あ
る

等
、
さ
ら
な
る
取
組
も
求
め
ら
れ
る
。

○
被
保
護
者
に
対
す
る
指
導
の
推
進
。

○
医
療
機
関
の
個
別
指
導
な
ど
機
会
を
と
ら
え
た
協
力
要

請
。

8
適
応
症
の
相

違
－

○
先
発
品
と
G
E
で
適
応
症
の
異
な
る
薬
剤
は
、
薬
局
で
の
処
方

箋
応
需
時
に
、
当
該
患
者
が
G
E
を
調
剤
し
て
よ
い
疾
患
で
あ
る
か

判
断
で
き
な
い
。

○
処
方
箋
に
G
E
を
調
剤
し
て
よ
い
か
判
断
で
き
る
よ
う
な

記
載
を
行
う
等
、
可
能
な
限
り
の
対
応
を
検
討
。



①変更不可処方の状況について（１） 資料５参考

全応需処方箋のうち先発品全応需処方箋のうち先発品全応需処方箋のうち先発品全応需処方箋のうち先発品からの変更不可からの変更不可からの変更不可からの変更不可がひとつがひとつがひとつがひとつでもある処方箋の割合でもある処方箋の割合でもある処方箋の割合でもある処方箋の割合

対象対象対象対象 福岡市薬剤師会会員福岡市薬剤師会会員福岡市薬剤師会会員福岡市薬剤師会会員 対象対象対象対象 八幡薬剤師会会員八幡薬剤師会会員八幡薬剤師会会員八幡薬剤師会会員対象対象対象対象 福岡市薬剤師会会員福岡市薬剤師会会員福岡市薬剤師会会員福岡市薬剤師会会員

実施時期 H28.3.25～H28.4.18

回収率 48.2% （324／672）

対象対象対象対象 八幡薬剤師会会員八幡薬剤師会会員八幡薬剤師会会員八幡薬剤師会会員

実施時期 H28.3.1～H28.4.18

回収率 100.0% （181／181）

およそ3/4

以上, 36, 

未回答, 1, 

(0%) およそ3/4以

上, 20, (11%)

未回答, 10, 

(6%)

1/2から3/4

程度, 24, 

以上, 36, 

(11%)

1/2から3/4程

度, 12, (7%)

上, 20, (11%)

およそ1/41/4から1/2

程度, 24, 

(7%)

およそ1/4以

, 126, (70%)

1/4から1/2程

, 13, (7%)

度, 12, (7%)

1/4

以下, 222, 

(69%)

1/4から1/2

程度, 41, 

(13%)

下, 126, (70%)度, 13, (7%)

1

②変更不可処方の状況について（２）

薬局での取扱処方箋：薬局での取扱処方箋：薬局での取扱処方箋：薬局での取扱処方箋： 先発医薬品名で処方された医薬品における変更不可の状況先発医薬品名で処方された医薬品における変更不可の状況先発医薬品名で処方された医薬品における変更不可の状況先発医薬品名で処方された医薬品における変更不可の状況

※ 全国調査の結果

（厚生労働省（厚生労働省
平成28年度診療報酬改定の結果検証に係る特別調査
後発医薬品の使用促進策の影響及び実施状況調査

報告書（案）から引用）

2



③ ＧＥを積極的に処方しない理由

医師：医師：医師：医師：外来診療において後発医薬品を積極的には処方しない理由外来診療において後発医薬品を積極的には処方しない理由外来診療において後発医薬品を積極的には処方しない理由外来診療において後発医薬品を積極的には処方しない理由

（院外処方せんを発行している施設のみ、（院外処方せんを発行している施設のみ、
「後発医薬品を積極的には処方しない」と回答した

医師のみ、複数回答）

※ 全国調査の結果

（厚生労働省（厚生労働省
平成28年度診療報酬改定の結果検証に係る特別調査
後発医薬品の使用促進策の影響及び実施状況調査

報告書（案）から引用）

3

④各地域基幹病院採用品目リストの活用状況（１）

医療機関：地域基幹病院採用品目リストについて最もあてはまるものはどれか医療機関：地域基幹病院採用品目リストについて最もあてはまるものはどれか医療機関：地域基幹病院採用品目リストについて最もあてはまるものはどれか医療機関：地域基幹病院採用品目リストについて最もあてはまるものはどれか

対象対象対象対象 福岡市医師会会員福岡市医師会会員福岡市医師会会員福岡市医師会会員 対象対象対象対象 八幡医師会会員八幡医師会会員八幡医師会会員八幡医師会会員 対象対象対象対象 田川医師会会員田川医師会会員田川医師会会員田川医師会会員対象対象対象対象 福岡市医師会会員福岡市医師会会員福岡市医師会会員福岡市医師会会員

実施時期 H28.3.25～H28.4.18

回収率 48.4% （549／1,135）

実施時期 H28.3.25～H28.4.18

回収率 60.4% （174／288）

実施時期 H28.4.6～H28.4.16

回収率 43.0% （43／100）

① リストは参考になった
② リストは現時点では参考になっていないが、新規薬を採用する際など、今後機会があれば参考になると思う

4

② リストは現時点では参考になっていないが、新規薬を採用する際など、今後機会があれば参考になると思う

③ 当院ではリストは直接参考にはならないが、地域でリストが配布・作成された意義は感じる
④ リストが配布された意義を感じない・必要性を感じない



⑤各地域基幹病院採用品目リストの活用状況（２）

薬局：地域基幹病院採用品目リストについて最もあてはまるものはどれか薬局：地域基幹病院採用品目リストについて最もあてはまるものはどれか薬局：地域基幹病院採用品目リストについて最もあてはまるものはどれか薬局：地域基幹病院採用品目リストについて最もあてはまるものはどれか

対象対象対象対象 福岡市薬剤師会会員福岡市薬剤師会会員福岡市薬剤師会会員福岡市薬剤師会会員 対象対象対象対象 八幡薬剤師会会員八幡薬剤師会会員八幡薬剤師会会員八幡薬剤師会会員 対象対象対象対象 田川薬剤師会会員田川薬剤師会会員田川薬剤師会会員田川薬剤師会会員対象対象対象対象 福岡市薬剤師会会員福岡市薬剤師会会員福岡市薬剤師会会員福岡市薬剤師会会員

実施時期 H28.3.25～H28.4.18

回収率 48.2% （324／672）

実施時期 H28.3.1～H28.4.18

回収率 100.0% （181／181）

実施時期 H28.4.6～H28.4.16

回収率 85.8% （73／85）

① リストは参考になった
② リストは現時点では参考になっていないが、新規薬を採用する際など、今後機会があれば参考になると思う
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② リストは現時点では参考になっていないが、新規薬を採用する際など、今後機会があれば参考になると思う

③ 当院ではリストは直接参考にはならないが、地域でリストが配布・作成された意義は感じる
④ リストが配布された意義を感じない・必要性を感じない

⑥レセプト種類別普及状況

福岡県で実施したレセプト分析結果福岡県で実施したレセプト分析結果福岡県で実施したレセプト分析結果福岡県で実施したレセプト分析結果

分析対象：平成26年度診療分 県内国民健康保険及び後期高齢者医療制度 被保険者分

※ 「削減可能額」は、現在使用されている先発医薬品を全てＧＥに切替えた場合に削減できる額を表している。

国民健康保険国民健康保険国民健康保険国民健康保険 後期高齢者医療制度後期高齢者医療制度後期高齢者医療制度後期高齢者医療制度

レセプト種類レセプト種類レセプト種類レセプト種類 剤形剤形剤形剤形 数量ベース数量ベース数量ベース数量ベース 削減可能額削減可能額削減可能額削減可能額 数量ベース数量ベース数量ベース数量ベース 削減可能額削減可能額削減可能額削減可能額

医科外来医科外来医科外来医科外来 53.9% 2,265,487,464 52.9% 3,411,124,209 

外用薬 43.9% 282,439,345 40.9% 548,035,493 外用薬 43.9% 282,439,345 40.9% 548,035,493 

注射薬 57.9% 572,606,041 54.3% 781,534,548 

内服薬 55.6% 1,410,442,078 55.8% 2,081,554,168 

医科入院医科入院医科入院医科入院 63.9% 326,021,266 61.2% 636,301,319 医科入院医科入院医科入院医科入院 63.9% 326,021,266 61.2% 636,301,319 

外用薬 53.3% 25,159,952 52.0% 54,228,264 

注射薬 70.4% 116,519,592 75.0% 265,211,357 

内服薬 64.9% 184,341,723 62.0% 316,861,698 内服薬 64.9% 184,341,723 62.0% 316,861,698 

DPCDPCDPCDPC 69.2% 378,155,207 69.5% 508,722,645 

外用薬 57.9% 22,703,712 60.4% 30,679,339 

注射薬 81.5% 255,793,051 85.8% 305,120,533 

内服薬 69.7% 99,658,444 68.1% 172,922,773 

調剤調剤調剤調剤 59.0% 5,770,873,029 55.2% 9,864,577,788 

外用薬 44.1% 910,550,464 37.7% 1,810,126,036 

注射薬 18.1% 37,421,135 6.4% 9,612,630 
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注射薬 18.1% 37,421,135 6.4% 9,612,630 

内服薬 61.4% 4,822,901,430 58.6% 8,044,839,122 

総計総計総計総計 58.3%58.3%58.3%58.3% 8,740,536,966 8,740,536,966 8,740,536,966 8,740,536,966 55.3%55.3%55.3%55.3% 14,420,725,961 14,420,725,961 14,420,725,961 14,420,725,961 



⑦製剤上の工夫の実施状況（１）

メーカー：メーカー：メーカー：メーカー： 製剤上の工夫の実施状況製剤上の工夫の実施状況製剤上の工夫の実施状況製剤上の工夫の実施状況メーカー：メーカー：メーカー：メーカー： 製剤上の工夫の実施状況製剤上の工夫の実施状況製剤上の工夫の実施状況製剤上の工夫の実施状況

（平成２７年３月末時点）
※ 全国調査の結果

（厚生労働省
平成２７年度ロードマップ検証検討事業報告書）

（平成２７年３月末時点）
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⑧製剤上の工夫の実施状況（２）

メーカー：メーカー：メーカー：メーカー： 実施している製剤上の工夫実施している製剤上の工夫実施している製剤上の工夫実施している製剤上の工夫メーカー：メーカー：メーカー：メーカー： 実施している製剤上の工夫実施している製剤上の工夫実施している製剤上の工夫実施している製剤上の工夫

（平成２７年３月末時点、複数回答）
※ 全国調査の結果
（厚生労働省 平成２７年度ロードマップ検証検討事業報告書）



⑨供給停止・品切れの状況

供給停止となったＧＥの有無供給停止となったＧＥの有無供給停止となったＧＥの有無供給停止となったＧＥの有無供給停止となったＧＥの有無供給停止となったＧＥの有無供給停止となったＧＥの有無供給停止となったＧＥの有無

（平成２６年度）

品切れとなったＧＥの有無品切れとなったＧＥの有無品切れとなったＧＥの有無品切れとなったＧＥの有無

（平成２６年度）（平成２６年度）

9※ いずれも全国調査の結果（厚生労働省 平成２７年度ロードマップ検証検討事業報告書）

⑩ ＧＥへ変更可能な品目についてＧＥを調剤しなかった理由

対象対象対象対象 八女筑後薬剤師会会員八女筑後薬剤師会会員八女筑後薬剤師会会員八女筑後薬剤師会会員

実施時期 H27.10.14～H27.10.30

対象対象対象対象 田川薬剤師会会員田川薬剤師会会員田川薬剤師会会員田川薬剤師会会員

実施時期 H28.4.6～H28.4.16

※各々ＧＥ変更可能な
品目についてＧＥを調剤

しなかった例がある薬局
回収率 65.0% （51／75） 回収率 85.8% （73／85）

①GE
の在庫

③その

他 5 

しなかった例がある薬局
のみ回答

①GEの
③その

他 5 

１番目に多い理由

の在庫

がな

かった

13 
(28%)

②患者

が先発

医薬品

他 5 
(11%)

在庫が

なかっ

た 20 

(30%)

②患者

が先発

医薬品

他 5 

(7%)

医薬品

を希望

した 28 
(61%)

医薬品

を希望

した 42 

(63%)

①GEの
未回答 9 

(20%)
①GE

の在庫

未回答

19 

２番目に多い理由
在庫がな

かった 21 
(46%)

②患者が

先発医薬

③その他

4 (9%)

(20%) の在庫

がな

かった

28 

(42%)
②患者

が先発

③その

他 2 

19 

(28%)

10

先発医薬

品を希望

した 12 
(26%)

が先発

医薬品

を希望

した 18 

(27%)

2 

(3%)



⑪ ＧＥの採用で重視すること
薬局：薬局：薬局：薬局： ＧＥの採用基準ＧＥの採用基準ＧＥの採用基準ＧＥの採用基準 医療機関：医療機関：医療機関：医療機関： ＧＥの採用で重視することＧＥの採用で重視することＧＥの採用で重視することＧＥの採用で重視すること薬局：薬局：薬局：薬局： ＧＥの採用基準ＧＥの採用基準ＧＥの採用基準ＧＥの採用基準 医療機関：医療機関：医療機関：医療機関： ＧＥの採用で重視することＧＥの採用で重視することＧＥの採用で重視することＧＥの採用で重視すること
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※ いずれも全国調査の結果（厚生労働省 平成２７年度ロードマップ検証検討事業報告書）

⑫年齢別普及状況

年齢階級別、都道府県支部別　ジェネリック医薬品使用状況（調剤分）年齢階級別、都道府県支部別　ジェネリック医薬品使用状況（調剤分）
（平成28年11月診療分（電子レセプトに限る））

[新指標による後発医薬品割合（数量ベース）] （％）

加入者の年齢階級

０～ ５～ 10～ 15～ 20～ 25～ 30～ 35～ 40～ 45～ 50～ 55～ 60～ 65～ 70歳０～ ５～ 10～ 15～ 20～ 25～ 30～ 35～ 40～ 45～ 50～ 55～ 60～ 65～ 70歳

４歳 ９歳 14歳 19歳 24歳 29歳 34歳 39歳 44歳 49歳 54歳 59歳 64歳 69歳 ～　

全 国 69.4 63.3 60.1 63.4 67.6 70.2 70.9 70.9 70.2 69.8 70.2 70.9 71.6 71.9 70.4 67.0

福岡 69.5 64.0 62.1 67.0 69.1 70.8 71.5 71.0 70.9 70.0 70.4 70.6 70.9 71.2 69.8 67.2福岡 69.5 64.0 62.1 67.0 69.1 70.8 71.5 71.0 70.9 70.0 70.4 70.6 70.9 71.2 69.8 67.2

※ 全国健康保険協会ホームページ
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⑬制度別及び自己負担割合等別普及状況

自己負担区分自己負担区分自己負担区分自己負担区分 総使用量総使用量総使用量総使用量 後発品使用量後発品使用量後発品使用量後発品使用量 数量ベース数量ベース数量ベース数量ベース 削減可能額削減可能額削減可能額削減可能額

福岡県で実施したレセプト分析結果（上段：国保、下段：後期）福岡県で実施したレセプト分析結果（上段：国保、下段：後期）福岡県で実施したレセプト分析結果（上段：国保、下段：後期）福岡県で実施したレセプト分析結果（上段：国保、下段：後期）

分析対象：平成26年度診療 医科・調剤・ＤＰＣ分

※ 「削減可能額」は、現在使用されている先発医薬品を全てＧＥに切替えた場合に削減できる額を表している。

自己負担区分自己負担区分自己負担区分自己負担区分 総使用量総使用量総使用量総使用量 後発品使用量後発品使用量後発品使用量後発品使用量 数量ベース数量ベース数量ベース数量ベース 削減可能額削減可能額削減可能額削減可能額

１割 30,875 14,943 48.4% 619,178 

２割 290,263,680 163,461,287 56.3% 3,102,460,404 

３割・不明 579,828,726 343,884,406 59.3% 5,637,457,385 

全体全体全体全体 870,123,281 870,123,281 870,123,281 870,123,281 507,360,637 507,360,637 507,360,637 507,360,637 58.3%58.3%58.3%58.3% 8,740,536,966 8,740,536,966 8,740,536,966 8,740,536,966 

公費併用有無公費併用有無公費併用有無公費併用有無 総使用量総使用量総使用量総使用量 後発品使用量後発品使用量後発品使用量後発品使用量 数量ベース数量ベース数量ベース数量ベース 削減可能額削減可能額削減可能額削減可能額

医療保険単独 705,111,411 416,714,906 59.1% 6,915,358,104 

公費受給 165,011,871 90,645,731 54.9% 1,825,178,862 

全体全体全体全体 870,123,281 870,123,281 870,123,281 870,123,281 507,360,637 507,360,637 507,360,637 507,360,637 58.3%58.3%58.3%58.3% 8,740,536,966 8,740,536,966 8,740,536,966 8,740,536,966 

自己負担区分自己負担区分自己負担区分自己負担区分 総使用量総使用量総使用量総使用量 後発品使用量後発品使用量後発品使用量後発品使用量 数量ベース数量ベース数量ベース数量ベース 削減可能額削減可能額削減可能額削減可能額

一般（１割） 727,274,556 400,617,285 55.1% 8,122,338,746 一般（１割） 727,274,556 400,617,285 55.1% 8,122,338,746 

区分1（１割） 222,734,556 124,863,485 56.1% 2,284,751,219 

区分2（１割） 282,870,483 156,893,937 55.5% 3,041,254,961 

現役並み（３割） 81,566,978 44,092,734 54.1% 965,831,920 

不明 716,397 436,188 60.9% 6,549,116 

総計総計総計総計 1,315,162,970 1,315,162,970 1,315,162,970 1,315,162,970 726,903,629 726,903,629 726,903,629 726,903,629 55.3%55.3%55.3%55.3% 14,420,725,961 14,420,725,961 14,420,725,961 14,420,725,961 

公費併用有無公費併用有無公費併用有無公費併用有無 総使用量総使用量総使用量総使用量 後発品使用量後発品使用量後発品使用量後発品使用量 数量ベース数量ベース数量ベース数量ベース 削減可能額削減可能額削減可能額削減可能額
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公費併用有無公費併用有無公費併用有無公費併用有無 総使用量総使用量総使用量総使用量 後発品使用量後発品使用量後発品使用量後発品使用量 数量ベース数量ベース数量ベース数量ベース 削減可能額削減可能額削減可能額削減可能額

医療保険単独 1,092,650,148 606,727,767 55.5% 13,529,130,260 

公費受給 222,512,822 120,175,862 54.0% 891,595,701 

全体全体全体全体 1,315,162,970 1,315,162,970 1,315,162,970 1,315,162,970 726,903,629 726,903,629 726,903,629 726,903,629 55.3%55.3%55.3%55.3% 14,420,725,961 14,420,725,961 14,420,725,961 14,420,725,961 

⑭医師の変更不可の理由

医師：医師：医師：医師：先発品の変更不可指定をする理由先発品の変更不可指定をする理由先発品の変更不可指定をする理由先発品の変更不可指定をする理由

（平成２８年４月以降「変更不可」欄にチェックを
した経験のある医師のみ、複数回答）

※ 全国調査の結果

（厚生労働省（厚生労働省
平成28年度診療報酬改定の結果検証に係る特別調査
後発医薬品の使用促進策の影響及び実施状況調査

報告書（案）から引用）
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⑮⑮⑮⑮ 被保険者居住市町村別被保険者居住市町村別被保険者居住市町村別被保険者居住市町村別【【【【国保国保国保国保】】】】

居住市区町村居住市区町村居住市区町村居住市区町村 数量ベース数量ベース数量ベース数量ベース 居住市区町村居住市区町村居住市区町村居住市区町村 数量ベース数量ベース数量ベース数量ベース 居住市区町村居住市区町村居住市区町村居住市区町村 数量ベース数量ベース数量ベース数量ベース

八女郡広川町 66.9%八女市 59.8%遠賀郡芦屋町 56.3%

豊前市 65.4%太宰府市 59.6%三潴郡大木町 56.3%

福岡県で実施したレセプト分析結果福岡県で実施したレセプト分析結果福岡県で実施したレセプト分析結果福岡県で実施したレセプト分析結果 分析対象：平成26年度診療 医科・調剤・ＤＰＣ分

豊前市 65.4%太宰府市 59.6%三潴郡大木町 56.3%
築上郡上毛町 65.3%古賀市 59.5%うきは市 56.0%

三井郡大刀洗町 64.9%糟屋郡粕屋町 59.4%北九州市八幡西区 56.0%
糟屋郡須惠町 64.4%朝倉市 59.3%大川市 55.8%
築上郡吉富町 63.6%福岡市南区 59.1%福岡市中央区 55.4%築上郡吉富町 63.6%福岡市南区 59.1%福岡市中央区 55.4%

京都郡苅田町 63.3%福岡市博多区 59.1%柳川市 55.4%

小郡市 63.3%遠賀郡岡垣町 59.0%鞍手郡鞍手町 55.1%
朝倉郡筑前町 63.1%福岡市東区 58.7%鞍手郡小竹町 54.7%

久留米市 63.0%福岡市城南区 58.6%北九州市八幡東区 54.4%久留米市 63.0%福岡市城南区 58.6%北九州市八幡東区 54.4%

京都郡みやこ町 62.2%大野城市 58.6%北九州市戸畑区 54.4%
糟屋郡新宮町 62.1%筑紫野市 58.4%北九州市若松区 54.3%
築上郡築上町 62.0%福岡市早良区 58.3%田川郡福智町 54.0%

糟屋郡志免町 61.9%遠賀郡遠賀町 58.2%飯塚市 53.3%糟屋郡志免町 61.9%遠賀郡遠賀町 58.2%飯塚市 53.3%

行橋市 61.9%糟屋郡宇美町 58.0%田川郡糸田町 52.3%

筑後市 61.8%北九州市小倉南区 58.0%嘉穂郡桂川町 50.9%

筑紫郡那珂川町 61.8%糟屋郡篠栗町 57.8%朝倉郡東峰村 50.1%

大牟田市 61.3%春日市 57.7%田川市 50.0%大牟田市 61.3%春日市 57.7%田川市 50.0%

宮若市 61.3%福津市 57.7%嘉麻市 49.9%

宗像市 61.2%みやま市 57.6%田川郡香春町 48.7%

糟屋郡久山町 60.8%福岡市西区 57.5%田川郡赤村 48.4%

糸島市 60.7%北九州市小倉北区 56.7%田川郡川崎町 48.0%糸島市 60.7%北九州市小倉北区 56.7%田川郡川崎町 48.0%

中間市 60.5%北九州市門司区 56.6%田川郡添田町 47.2%
遠賀郡水巻町 60.2%直方市 56.5%田川郡大任町 47.2%
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⑯⑯⑯⑯ 被保険者居住市町村別被保険者居住市町村別被保険者居住市町村別被保険者居住市町村別【【【【後期高齢者後期高齢者後期高齢者後期高齢者】】】】
福岡県で実施したレセプト分析結果福岡県で実施したレセプト分析結果福岡県で実施したレセプト分析結果福岡県で実施したレセプト分析結果 分析対象：平成26年度診療 医科・調剤・ＤＰＣ分

居住市区町村居住市区町村居住市区町村居住市区町村 数量ベース数量ベース数量ベース数量ベース 居住市区町村居住市区町村居住市区町村居住市区町村 数量ベース数量ベース数量ベース数量ベース 居住市区町村居住市区町村居住市区町村居住市区町村 数量ベース数量ベース数量ベース数量ベース

八女郡広川町 66.4%北九州市小倉南区 56.6%筑紫野市 53.5%
築上郡吉富町 64.4%福岡市南区 56.6%遠賀郡芦屋町 53.1%

福岡県で実施したレセプト分析結果福岡県で実施したレセプト分析結果福岡県で実施したレセプト分析結果福岡県で実施したレセプト分析結果 分析対象：平成26年度診療 医科・調剤・ＤＰＣ分

築上郡吉富町 64.4%福岡市南区 56.6%遠賀郡芦屋町 53.1%
築上郡上毛町 63.4%中間市 56.5%福岡市西区 52.6%

小郡市 62.4%福岡市東区 56.5%遠賀郡遠賀町 52.6%

久留米市 62.0%遠賀郡水巻町 56.1%飯塚市 52.6%

豊前市 61.9%福岡市博多区 56.0%田川郡糸田町 52.0%豊前市 61.9%福岡市博多区 56.0%田川郡糸田町 52.0%

三井郡大刀洗町 61.5%築上郡築上町 55.8%北九州市戸畑区 51.9%

八女市 61.1%みやま市 55.7%北九州市八幡東区 51.7%

京都郡みやこ町 60.6%太宰府市 55.7%北九州市八幡西区 51.7%
糟屋郡須惠町 60.3%福津市 55.6%田川郡福智町 51.6%糟屋郡須惠町 60.3%福津市 55.6%田川郡福智町 51.6%
糟屋郡新宮町 59.9%遠賀郡岡垣町 55.5%柳川市 51.6%

大牟田市 59.8%糟屋郡粕屋町 55.4%鞍手郡鞍手町 51.5%

京都郡苅田町 59.6%大野城市 55.0%福岡市中央区 50.6%

糟屋郡志免町 59.2%福岡市城南区 55.0%朝倉郡東峰村 50.0%糟屋郡志免町 59.2%福岡市城南区 55.0%朝倉郡東峰村 50.0%

宮若市 59.1%糟屋郡宇美町 54.7%嘉麻市 49.4%

糟屋郡久山町 58.8%北九州市小倉北区 54.6%鞍手郡小竹町 49.2%
糟屋郡篠栗町 58.6%大川市 54.4%北九州市若松区 48.7%

宗像市 58.5%福岡市早良区 54.1%嘉穂郡桂川町 48.7%宗像市 58.5%福岡市早良区 54.1%嘉穂郡桂川町 48.7%

筑後市 57.9%うきは市 54.1%田川郡香春町 48.0%

筑紫郡那珂川町 57.7%古賀市 53.9%田川市 47.9%
朝倉郡筑前町 57.5%春日市 53.8%田川郡大任町 44.6%

朝倉市 57.3%三潴郡大木町 53.7%田川郡添田町 42.5%朝倉市 57.3%三潴郡大木町 53.7%田川郡添田町 42.5%

糸島市 57.1%北九州市門司区 53.6%田川郡川崎町 42.5%

行橋市 57.0%直方市 53.6%田川郡赤村 42.1%

福岡県計福岡県計福岡県計福岡県計 55.3%55.3%55.3%55.3%
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